日本家庭医療学会の家庭医療後期研修プログラムでどのような家庭医を養成するのか？（Cグループ）
· 幅広い健康問題に対応できる

· 心理社会面に対応した（家族を含めた）診療ができる

· 地域のニーズに対応できる医師
· 患者に合わせた医療を提供できる
· 患者さんの主訴に対して、自分のできることとできないことを理解する

· PCの5つを網羅した医師

· 生涯学習の方法を知る
· 予防医学の側面を考えた診療ができる（行動変容も含めて）

· 地域の医療資源を良く知る

· 病診連携能力にたけてる（ある意味でのコミュニケーション能力）

· 外来診療にたけている（外来を楽しいと思える）

· 3年後の能力として考えると、もう少し細かい設定が必要では？エクスパートが3年でできるわけではないので

· コアとエレクティブの関係（都市と離島は違うので）
· どんな年齢のプロブレムの患者でも対応できる（コンサルトも含めて）
· コアなものについては、ひとつひとつに詳細な目標設定が必要（どこまでをコアとするか）

· 研修修了後の自分のキャリアをきちんと考えられる（さまざまなバリエーションがあるので）

· 周りの状況に変化対応できる

· 現場に行くのに尻込みしない（まだ不十分と思ってしまう、研修オタク）

· 他科の医師や学生に家庭医療とは？と語れる

· 後進への教育や社会へのアピールができる

· 臨床研究について理解できる

· 診療所マネジメントについて理解できる

